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＜連絡事項＞

· 電気痙攣療法は、先週で終了しました。現在、手順マニュアル作成中です。出来上がり次第、皆様へ報告します。

· 6/25(月)、6/26(火)院内研修があります。出席できる日に参加して下さい。テーマは、

「褥瘡対策について」です。

· Dr川端は、6/25(月)、6/26(火)研修会出張の為、不在です。Dr川端の患者様で、急を要する場合は、田名部Dｒへ報告し、指示確認するようにとの事です。

· 今週より榎本CW(西病棟)が、東病棟のローテ研修が始まりました。一週間の予定です。

· 現在、洗濯場の乾燥機が故障しており、点検依頼に出しています。

· 入院の際、オムツを使用されている患者様の場合、御家族の方に、オムツを家族持参にするか病院購入にするか必ず確認して下さい。また、オムツを病院購入する場合は、忘れずにオムツ購入確認書を保護者に記載して頂いて下さい。（印鑑必要）

· 物品発注を受けたスタッフは、WIZの受領サインを忘れずに行なって下さい。

＜ベッドコントロールについて＞

・現在51床です。新入院がありベッド調整を行なう場合、次の患者様が移動対象となります。主治医やAOM、各病棟GOMには確認済みです。

斉藤　数子様　　東合併症室→南病棟CD

森越　義夫様　　東Bユニット→南病棟A

・病棟内の移動について

大久保　敏彦様…現在も睡眠の不安定さはありますが、日課への支障は見られず、経過しています。東A→東Bへの移動を検討しています。　　　　　　明日6/26(火)、主治医へ情報提供します。

　　宮崎　幸子様…周囲の音について、現在も少しは気になるとの事ですが、日課への支

障は見られず、夜間の睡眠も確保出来ています。

東A→東Bへの移動を検討しています。明後日6/27(水) 、主治医へ

情報提供します。

　　鎌田　真子様…入院当初、興奮等見られていましたが、現在は、興奮はありません。

　　　　　　　　　東A 12号室→東A 13号室を検討しています。

　　　　　　　　　チアリーダーを任されているとのことで、ガラスの前に立って踊りの練習をしている様子が見られています。発汗は見られていませんが、運動を下後、その都度着替えているため（1日に3～4回）着替えがすぐになくなってしまいます。衣類も不足している為、家族に連絡して持参してもらうよう説明しています。また、洗濯量が多い日が続くようであれば、業者洗濯の料金も検討する必要があります。
＜患者様連絡事項＞

· 奥寺　　徹様～皮膚科診察にて、全身の急性湿疹は改善傾向にある為、臨時薬タベジ

ールは飲みきり中止となります。

· 山上　賢一様～臨時処方の精神神経用剤が、継続にて臨時処方となっています。睡意

が強くなる内服ですので、精神状態の他、夜間睡眠状態や日中の活動性

なども観察していきましょう。

· 飯豊　真澄様～本人より、便秘傾向のため下剤処方希望があります。液状のものを希

望されていましたが、錠剤の下剤が就床前に3日分処方となっていま

す。排便状況・腹部状態を観察していきましょう。

· 矢部　　武様～本人より3日間排便ないとの訴えあり、液状下剤1本処方となってい

ます。便秘時に内服していただき、本日就床前は10滴服用して頂い

て下さい。

＜隔離室使用患者様について＞

野沢　英貴様～現在9:00～17:00時間隔離にて経過中。6/23(土)、食後、食器を投げる事

あり、破損させています。翌日より、食器破損予防・怪我防止の為、食事

を破損しにくいお皿に移し替え、配膳しています。皿に替えた後も、投げ

ていますが、食器の破損はありません。引き続き、食事は皿に移し替え、

配膳して下さい。

＜要注目患者様について＞

・山上　賢一様～現在も、他室への侵入や盗食行為等の迷惑行為著しく、介入、見守り

を要しています。言葉での理解は出来ていない様ですが、ジェスチャー（バイタル測定時、体温計や血圧計を見せる等）を交え伝えると理解を示す事があります。迷惑行為が、誘因となり他患者様とのトラブルになる可能性も十分考えられます。トラブル防止の為にも、環境を変え、見守りを徹底する等工夫をしていきましょう。

＜東病棟のケアの方法について＞

※東病棟は、病名・症状など多種多様の患者様が入院されており、いろいろな機能を有している病棟です。その為、ユニットや患者様自身の症状、病棟の雰囲気など、その時々で変化があり、ケア度も変わってきます。スタッフ同士の協力や、互いの心配りが無ければ、成り立たない病棟です。ここ最近はユニット毎に分担は付いており、ユニットでの業務はこなしていますが、自分の業務に余裕が出て来たら、他のユニットのスタッフへ声を掛け手伝うなど、お互いに協力していきましょう。













